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第

九

部

会

史
的
ダ
ル

マ

論
の

試
み

　
　

ー
生

没
年
の

秘
密

宮

村

重

　
徳

　

史
的
ダ
ル

マ

論
は
三

つ

の

問
い

か

ら
な
る

。

菩
提
達
摩
が
誰
か、
　一

人

の

祖
師
に

な

ぜ
二

つ

の

伝
承

体
が

あ
る
の

か
、

理

想
化
と

理
想
型

解
釈
の

地
平
が

如
何
に

で

あ
る

か

に

注

目
す
る

。

歴

史
的
個
人
に

つ

い

て

は、

年

代
・

肖
像
・

思
想
の

三

点
に

的
を

絞
っ

て

論

究
す
る

。

複
数
ダ
ル

マ

説
を

取
る

。

　

　
　

　

　
〔
1）

　
『

落
陽
伽
藍

記』

が

語
る

菩

提
達
摩
は
ペ

ル

シ

ャ

系

外
国
入

僧
で

「

百

五

十
歳
」

、

こ

の

説
を
堅
持
し

つ

つ

ダ
ル

マ

伝
承

体
の

再
構
築
を
試
み

る
。

「

二

つ

の

ダ
ル

マ
」

像
が

合
致
し
な
い
、

矛
盾
が

露
わ

に

な

る

だ

け
と
す

れ

ば
、

可
能
な
選
択
肢
の
一

つ

と

し
て、

生

没
年
の

定

説
・

異
説
で

該
当

す

る

人

物
が
い

な
い

か

探
せ

ば
い

い
。

十
の

条
件
で

対

象
を
更
に

絞
り
込

む
。

ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

帝
国
時
代
に
、

名
を

捨
て

歴
史
か

ら

自
ら
を

隠
し

て

生
き
る

こ

と

を

余
儀
な

く
さ

れ

た
N
が

浮
上
す
る

。

「

孤

独
な

海
外
の

遊

行
僧
」

（
柳
田
）

が

誰
で

あ

れ、

ペ

ル

ソ

ー
ナ

に

於
い

て

働
く

存
在
の

意

味
地
平
は、

己
を

隠
す
仕
方
で

顕
れ

る
。

　

史
的
ダ
ル

マ

論
は
、

後
期
ヘ

レ

ニ

ズ
ム

世

界
の

平

行
現

象
に

着
目
し

た
、

史
的
ダ
ル

マ

と

そ

の

共
鳴
体
の

理

解
社
会
学
的

研
究
で

あ
る

、

歴
史

に

名
を

残
し

た
人
の

イ
メ

ー

ジ
は

、

書
き

残
さ

れ
た
モ

ノ

を

手
掛
か

り
に

そ

の

作
品

世
界
か

ら

文

献
解
釈
学
で

再
構
成
出
来
る

。

し

か

し
某
か

の

理

由
で

歴
史
か

ら

消
さ

れ

た

か、

敢
え
て

名
を

捨
て

る

こ

と

で

歴
史
か

ら

自

ら

を

隠
し
て

生
き
る

こ

と

を

余
儀
な
く
さ
れ
た
ヒ

ト
の

ケ

ー
ス

で

は

そ

う

は

い

か

な

い
。

既
存
の

達
磨
伝
に

「

す
べ

て

創
作
さ

れ

捏
造
さ

れ

た
」

　

　〔
2）

（

関
口）

と

の

疑
い

が

持
た

れ、

歴

史
改

竄
の

疑
い

も

指

摘
さ

れ

て

い

る
。

討
議
は

い

よ
い

よ
混
迷

化
し、

祖
師
の

ク

ラ

ウ
ド
イ
メ

ー
ジ

の
一

人

歩
き

に

歯
止
め

が

掛
か

ら

な
い

。

既
存
の

達
磨
伝
に

新
発
見
の

敦
煌
文

書

を

加
え

て

分

析
総

合
判

断
し
て

も
断

片
化
に

拍
車
が

掛
か

る

だ

け
と

な

る

と
、

最
早
文
献
解
釈
学
の

手
に

負
え
な
い
。

歴
史
的
個
人
の

主
観
的
動
機

と

意

味
連
関
の

解
明
は、

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

理
解
社
会
学
に

よ

る
。

　

ポ
ジ
テ

ィ

ブ
に

対
し
て

ネ
ガ

テ

ィ

ブ

の

対
称
面
か

ら
全
体
を
捉
え

て

初

め

て、

史
的
ダ
ル

マ

の
ペ

ル

ソ

ー
ナ

に

於
い

て

働
く
モ

ノ

と

ヒ

ト

の

意
味

連
関
が
、

名
実
共
に

全
体
世
界
の

イ
メ

ー

ジ

に

於
い

て

解
釈
可

能
と

な

る
。

歴

史
か

ら

自
ら

を
隠
し

て

生
き

た

ヒ

ト
の

真
実
に

迫
り
、

祖
師
の

事

跡
を
理

解
可
能
な

行
為
と

し

て

対
象
化
す
る
為
に

は
、

理
解
社
会
学
に

依

る

高
次
の

分
析
総
合
判
断
が

必
要
と

な

る
。

西
洋
合
理

主
義
に

偏
ら

な

い

相
補
論
的
な
理

解
の

枠
組
み

、

東
洋
的
合
理
性
を

見
開
き

の

対
称
面
に

収

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
邑

め

た
、

「

理

解
社
会
学
の

コ

ン

プ

レ

メ

ン

タ
リ
ズ

ム
」

を

提

唱
す
る
。

　

史
的
ダ
ル

マ

論
で

壁
観
九

年
の

何

故
（
動
機
）

が

理

解
可
能
と

な
る

。

ま

た
、

壁

観
す
る

ヒ

ト

の

目
配
せ

か

ら

四
つ

の

発
行
が

要

請
さ

れ
る

と

き、

悟
り
を

得
る

為
の

難
行
苦
行
を
一

切

必
要
と

し

な
い
、

目
的

合
理
性

を
全
く

意
識
さ

せ

な
い

仕
方
（
「

安
心
に

し

て

［
す
で

に
］

無
為
」）

で

成

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　ハ
4〕

し
遂
げ

ら
れ
る

。

こ

れ

も
「

諒

解
」

ゲ
マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

関
係
を

前
提
と

し
た

立

派
な

社
会

言
論
で

あ
る

。

面
壁
と

公
案
は、

形
而
上

学
的
言
論
批

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

写）

判
と

し
て

の

二

重
の

課
題
（
「

言
葉
の

上
限
と

無
の

下
限
」 、

大
島）

と
一

372（1464）
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致
す
る

。

　

史
的
ダ
ル

マ

は

王
子
の

達
磨
多
羅
や

ダ
ル

マ

ト

ラ

ー
タ
で

な
い

、

イ
ン

ド

で

す
で

に

「

外
国
人

僧
」

で

有
る

可
能
性
を

排
除
し

な
い

。

ヒ

ン

ト
は

ヤ

ヴ
ァ

ナ

の

海
路
で

な
く、

ペ

ル

シ

ャ

系
商
人
が

行
き

交
う

陸
路
に

あ

　
　
　
　
　
　
（
6）

る
。

『

二

入

四
行

論
』

の

「

壁
観
」

は

四
念
処
批

判
、

繰
り

返
さ

れ

る

第

→

人

称
の

「

我
」

の

語
法
に、

「

史
的
ダ
ル

マ

の

告

白
」

が

聴
か

れ

る
。

「

報
怨
行
」

は
、

仏
説
三

行
へ

の

「

庭
前
」

を

構
成
す

る
。

（
1

）

『

落
陽

伽
藍
記
』

水
経
注
（
平
凡

社
）

、

『

落
陽
伽
藍

記
校
釈
』

（

周
祖

、

科
学
出
版

社）

＝
二

頁
以
下

。

（

2V

関
口

真
大
『

達

磨
の

研
究
』

（

岩
波

書
店）
、

「

結
語
」

の

三

六

七

頁
以
下

。

（
3V

拙
著
『

理

解
社
会
学
の

コ

ン

プ
レ

メ
ン

タ
リ
ズ
ム
」

試
論
（
法

政
大

学
『

多
摩
論
集
』

二

〇
〇
八

年）
。

（
4

）

マ

ッ

ク

ス

ウ
ェ

ー
バ

ー
『

理

解
社
会
学
の

カ

テ

ゴ

リ
i

』

（
海
老
原
・

中
野

訳、

未
来
社）

七

七

頁
以

下
。

（

5）
緒
o

昏
弾
oO

曁
冒
帥

（
大

島
淑

子
）

、

蹲
謡

−
匹
鵠

魯
醗

b
§
隷

§
NN

膏
丶

竃

審

職
謡

蕁
誘

ミ
赴

蕁
ミ

黯
ミ

袋
謡
職

寒
暁

蠶
ミv

＜
Φ

「

冨
αqU

国

ヨ
げ
Φ

弉

QQ

駐
澪
置
Φ

が

鵠
 

置
 

ぎ
Φ

薦

ら
。゚

 ゜

ω鹽

齢
映
↓

°。

ω

R
（
6
）

柳
田
聖
山

編
『

達
摩
の

語
録
』

（
禅
の

語
録
1

、

筑

摩
書
房
V

三
「

頁
以
下

。

同
『

ダ
ル

マ
』

（

講
談
社）

参
照

。

起
塔
を

通
し

た

永
遠
の

釈
尊
の

感
得

　
　
　
　
『

法
華
経
』

の

ブ
ッ

ダ

観

ー
鈴
　
木
　
隆
　
泰

『

法

華
経
』

〔

黜
ミ
ミ柏
§
§
黷
曽

§
幕
勸
）

の

ブ

ッ

ダ

観
と

し

て

は
、

「

仏
舎
利
塔
（
ス

ト
ゥ

ー

パ
）

」

「

『

法
華
経
』

そ

の

も

の
」

「

『

法
華
経
』

の

法
師
」

に

加
え、

「

如

来
寿
量

品
」

に

説
か

れ
る、

い

わ
ゆ

る
「

久
遠

実

成
の

釈
尊
」

と

い

う、

無
量
の

寿
命
を

有
す

る

釈
迦
牟
尼

仏
が

有
名
で

あ

る
。

こ

れ
ら
の

う
ち、

前
三

者
は

そ
れ

ぞ

れ

「

塔
／
遺
骨
」

「

経
巻
」

「

法

師
」

と

い

う
具

体
的
な

対
象
を
通
し
て

ブ
ッ

ダ
を

直
接
的
に

確
認
・

感

得

す
る

こ

と

が

で

き
る

の

に

対
し

、

最

後
の

「

久
遠
実

成
の

釈
尊
」

に

つ

い

て

は
、

古
来
『

法

華
経
』

の

中
心
思
想
の
一

つ

と

見
な
さ
れ
て

き
た
に

も

関
わ

ら

ず、

「

如
来
寿
量

晶
」

が

具
体
的
な

記
述
を

欠
い

て

い

た
こ

と

も

あ
り、

そ
の

確
認
法
・

感

得
法
に

関
す
る
学
術
的
考
察
は、

管
見
に

よ

る

限
り

ほ

と

ん
ど

行
わ

れ
て

こ

な
か

っ

た

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

し

か

る

に

こ

の

度
『

法
華
経
』

の

教
説
を

再

検
討
し
た

結
果

、

『

法

華
経
』

に

散
見
さ

れ

る

「

起
塔
」

に

関
す
る

記
述
が、

無
量
の

寿
命
を

有
す
る

釈
尊
の

確
認

法
・

感
得
法
の

具
体
的
教
示
と

な
り
う
る

可

能
性
が
浮
上
し
て

き

た。

　
『

法

華
経
』

に

は

仏
塔
に

関
す

る

記
述
が

随
所
に

存
在
し
て

お

り、

先

行
研
究
は
そ

れ

ら

を
「

（

一
）

仏
舎
利
塔
の

建
立
・

供
養
を

勧

奨
す

る

も

の
」

、

「

（
二
）

仏
舎
利
塔
の

供
養
を
禁
止

し、

仏
舎
利
な

し
の

塔
の

建
立
を

勧
奨
す
る

も
の

」 、

「

（

三
）

多
宝

塔
と

如
来
の

分
身
に

関
す
る

も

の
」

の

三

種
に

大

別
し

て

い

る。

こ

れ

ら
の

う
ち
、

（

ご
と
（
三
）
は

他
の

先
行
研
究

の

考

察
結
果
に

譲

る
こ

と

と

し、

本
研
究
で

は

專
ら

、

「

如
来
神
力
晶
」

「

法

師
品
」

「

分
別
功
徳
品
」

に

見
ら
れ
る
（
二
）
に

関
わ
る

記
述
を

辿
る

こ

と

に

よ

っ

て、

当
該
可
能
性
の

検
証

作
業
を
行
っ

た
。

以
下
に

検
証
結

果
を

提
示
す
る

。

　
『

法
華
経
』

は

仏
舎
利
塔
（
ス

ト
ゥ

ー
パ
）

と

仏

舎
利
な

し

の

塔
（
チ

ャ

イ
ト

ヤ
）

を

明
確
に

区
別
し
た

上

で、
『
法
華
経
』

実
践
の

場
に

ス

ト

ゥ

ー

パ

で

は

な
く
チ
ャ

イ

ト

ヤ

を

建
立
せ

よ

と

繰
り

返
し

命
じ

て

い

る
。
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